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１ 太郎さんのクラスで，水を熱し続けたときの水のようすや温度の変化を調べました。 

  太郎さんは図のように水 100ｍＬをビーカーの中に入れ，熱しました。グラフは， 

熱した時間と 温度の変化

を表した ものです。 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

[太郎さんが，実験の結果をまとめたノート] 

 

 

 

 

(1)  正子さんは水の量を太郎さんの２倍の 200ｍＬにして同じ実験をしました。太郎

さんの実験と火の強さは変えずに熱したとき，熱した時間と温度の変化はどのよう

になると考えられますか。下のア～エの中から一番近いものを一つ選んで，その記

号を書きましょう。また，その記号を選んだ理由を書きましょう。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

記号 

 

 エ 

 

１－① 

理由 

水の量が２倍になっても水がふっとうする温度は１００℃近く

で変わらない。また、水の量が増えたのでふっとうするまでの時間

は長くなるから。 

                    １－②

 水の温度はだんだん上がっていった。100℃近くになると温度は一定になり上

がらなくなった。ビーカーの中の水からはげしくあわが出ていた。また，アルミ

ニウムはくのあなのすき間から白く目に見えるものがさかんに出ていた。 

組   番 氏名         

ア イ

エウ

アルミ二ウムはく スタンド
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(2) 太郎さんのクラスでは，水を熱したときに水の中から出てきたあわの正体につい

て，「空気」「水じょう気」という２つの考えが出ました。そこで，図のような実験そ

う置を使って出てきたあわを集め，その正体をたしかめることにしました。 

 

 実験方法 

※最初は，ふくろをしぼませておく。 

※熱する前の水面の位置に印を付けておく。

１ 水を熱して出てきたあわをろうと

ですべて集めてふくろにためる。 

 

２ ふくろのふくらみ方や中のようす

を観察する。 

 

３ 火を消し，しばらくしたらビーカー

の水面の位置を調べ，熱する前と水の

量をくらべる。 

 

① 太郎さんは，あわの正体が空気だと思っています。実験結果をどのように予想 

したでしょうか。 

ふくろのようすと水の量の変化について予想の続きを書きましょう。 

  

 

 

 

 

② 正子さんは，あわの正体が水じょう気だと思っています。実験結果をどのよう 

に予想したでしょうか。 

ふくろのようすと水の量の変化について予想の続きを書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

(3) 実験後，太郎さんは，結果と考察・結ろんを次のようにまとめました。 

ア～ウの      の中に当てはまる言葉を書きましょう。 

 

 [太郎さんが，実験の結果と考察・結ろんをまとめたノート] 

 

 

 

 また 

 

 

 

 

 

あわの正体が水じょう気だとすると， 

 ふくろの中には水がたまると思う。また、ビーカーの水の量はへると思う。 

１－④ 

 

あわの正体が空気だとすると， 

ふくろはふくらむと思う。また，ビーカーの水の量は変わらないと思う。 

１－③

 

○結果 

あわを集めたふくろは，あまりふくらまなかった。また，ふくろの中に水

がたまった。ビーカーの中の水の量は，熱する前よりへった。 

○考察・結ろん 

ふくろの中に水がたまったのは，あわとして出てきた          

 が、         れて水になったからである。このことから，あわの

正体は         ではなく，アであることが分かった。      

                    ア１－⑤ イ１－⑥ ウ１－⑦ 

イ 冷やさ 

ア 水じょう気 

ウ 空気 

ふくろ 

ストロー 

あわ  

ろうと 



 

２ はるかさんのクラスでは，校庭で見られるこん虫について，１年間を通して調べま

した。 
右のし料ア～エは，はるかさんのクラスみんなで行った１年間の観察の記録です。こ

れをもとに，学習のまとめを発表します。 
 

(1) はるかさん，なつきさんの意見は，それぞれどのし料をもとにしていますか。 

あきおさんを例にして，最も近いし料を２つ選び，その記号を□に書きましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あきおさん 

イ と エ 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
はるかさん 

ア と ウ 
２－①    ２－② 

 
 
 
 
 
 
 
 
なつきさん 

ア と イ 
２－③     ２－④ 

 

(2) あきおさんは，自分が選んだ２つのし料を合わせて，考えられることを次のよう

にまとめました。 
なつきさんが選んだ２つのし料を合わせて，考えられることを，あきおさんの例 

を参考にして書きましょう。 

（例）   あきおさん 

 
イ と エ の２つのし料から， 

 
こん虫は，冬の寒さにたえるために，

 
それぞれ工夫してすごしていること 
 
が分かります。 
 
 

 

 
なつきさん 

 
 ア と イ の２つのし料から， 
 
こん虫の数は，季節による気温の変化

 
と関係があることが考えられます。 

 
 

 
２－⑤

 
ここは先生用ですので，記入しないでください。 

１－① １－② １－③ １－④ １－⑤ １－⑥ １－⑦ ２－① ２－② ２－③ ２－④ ２－⑤

 

 
           

 

成虫は，冬の間，

校庭で見つけること

がなかなかできませ

ん。でも，こん虫は

えだや土の中にいま

した。 

夏，気温が高くなる

ころに，成虫になり活

発に動くこん虫や， 
だっぴしてからだが

大きくなるこん虫が

います。 

春から夏になるに

つれて気温が高くな

ると，校庭で見られ

るこん虫の数はふえ

ます。 



 

し料ア 

 
 

し料イ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し料ウ 校庭で観察できたこん虫の成長の様子 

アゲハ 

 →  →  →   
たまご（４月） よう虫（５月） さなぎ（６月）   成虫（７月） 

 →  →  
たまご（８月） よう虫（９月） さなぎ（１１月）

ショウリョウバッタ 

→   → だっ皮して体が大きくなる →  
たまご（４月） よう虫（５月）               成虫（８月） 

し料エ 校庭で見つけたこん虫の冬ごしの様子 

見つけた

場所 
１月のすがた 

たまご よう虫 さなぎ 成虫 

草木の 
えだ 
など 

カマキリ 

 

オオムラサキ 

 

モンシロチョウ

 

テントウムシ 

 

土の中 

トノサマバッタ 

 

カブトムシ 

 

スズメガ 

 

ハサミムシ 

 
  

 

組   番 氏名         

月別の平均気温の変化
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